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キ
ー

ワ
ー
ド
一
御
覧
ず、

見
る 、

漢
語
サ
変
動
詞、

敬
語
動
詞、

平
安
和
文

要
ヒー
目

「
御
覧
ず」

は
敬
語
体
系
上 、
「
見
る」

の
主
体
尊
敬
表
現
の
最
高
敬
語

と
し
て
機
能
す
る
が 、

そ
の
語
象
的
な
意
味
は
「
見
る」

と
等
価
で
は
な

い
。

「
御
覧
ず」
は 、

対
象
の
具
体
的
内
容
を
能
動
的
に
理
解
し
よ
う
と
す

る
知
覚
動
作
で
は
な
く 、

支
配
者
の
立
場
か
ら
漠
然
と
対
象
を
視
野
に
受

け
入
れ
る
行
為
で
あ
り 、

対
象
に
視
覚
を
与
え
る
こ
と
自
体
に
意
義
が
あ

る
社
会
的
行
為
を
卓
立
し
て
表
す
点
に
価
値
が
あ
る
表
現
形
式
で
あ
る 。

こ
れ
を
使
用
す
る
た
め
に
は 、

動
作
主
体
が
支
配
者
の
立
場
を
具
え
る
こ

と
と 、

対
象
の
内
容
に
配
慮
し
な
い
動
作
態
度
を
具
え
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る 。

ま
た 、

会
話
文
で
は 、

こ
の
構
造
を
基
本
と
し
て 、

待
遇
表
現
に

利
用
さ
れ 、
「
主
従
関
係」

を
表
示
す
る
用
法
と 、
「
主
体
の
尊
敬
|

対
象

の
卑
下」

を
表
す
用
法
を
有
す
る 。

和
語
に
よ
る
視
覚
動
作
の
主
体
尊
敬
表
現
は 、

い
ず
れ
も
対
象
の
具
体

的
内
容
を
認
識
し
よ
う
と
す
る
能
動
的
な
意
識
を
強
く
表
現
す
る
性
質
の

も
の
で
あ
り 、

平
安
貴
族
社
会
に
お
け
る 、

支
配
者
の
社
会
的
行
為
を
表

す
表
現
と
し
て
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
て
い
た 。

よ
り
実
態
を
的
確
に

表
現
す
る
形
式
と
し
て 、

漢
語
サ
変
動
詞
「
御
覧
ず」

が
新
し
く
導
入
さ

藤

r告

原

史

れ
た
の
で
あ
る 。

一 、
は
じ
めに

注
l

「
御
覧
ず」
は 、
平
安
和
文
に
お
い
て
最
も
多
く
用
い
ら
れ
る
漢
語
サ
変
動
調

で
あ
る 。
「
視
覚」
と
い
う 、
お
そ
ら
く
最
も
重
要
な
知
覚
動
作
を
意
味
内
容
と

注
2

し 、
か
っ 、
動
詞
「
見
る」
の
主
体
尊
敬
を
行
う
最
高
敬
語
形
と
し
て
敬
語
体

系
に
明
確
な
位
置
付
げ
を
得
て
い
る 。
し
か
し 、
そ
の
位
置
の
重
要
性
を
考
え

る
と 、
な
ぜ 、
そ
こ
に
和
語
動
詞
で
は
な
く 、
漢
語
サ
変
動
詞
が
採
用
さ
れ
て

い
る
の
か 、
不
可
解
で
あ
る 。
「
見
る」
の
主
体
尊
敬
表
現
な
ら
ば 、
「
見
給
ふ」

「
見
さ
せ
給
ふ」
で
十
分
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
事
実 、
「
見
給
ふ」
は

〈
表
l
〉
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る 。
「
御
覧

ず」
は
果
た
し
て
そ
れ
と
同
じ
意
味
の
語
な
の
で
あ
ろ
う
か 。

従
来
の
研
究
で
は 、
「
御
覧
ず」
と
「
見
給
ふ」
の
動
作
主
体
を
比
較
し
て、

動
作
主
体
の
身
分
差
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る 。
し
か
し 、
そ
の
比
較

調
査
の
前
提
と
し
て、
意
味
の
差
違
・
表
現
価
値
の
差
違
の
有
無
を
検
証
し
た

も
の
は
な
い 。
本
研
究
は 、
「
御
覧
ず」
と
「
見
る(
見
給
ふ
こ
と
の
語
集
的
な

意
味
の
違
い
を
検
討
し 、
「
御
覧
ず」
の
表
現
価
値
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み

る
も
の
で
あ
る 。
そ
し
て、
そ
の
表
現
価
値
を
基
本
と
し
て
行
わ
れ
る
待
遇
表
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〈 表 1> r御覧ずj の 出現状況
御 覧ズ 見・ 給フ 御覧ゼラル 見エ奉ル 御覧ゼサス 見セ奉ル
地 4z3z h 地 ぷZ』2Z 地 士dE』 地 zd』x 地 バZ23hZ 地 Z￡2泊;;

竹 取 3 1 6 10 l 
(2) 

古 式- 73h 5 2 

大 手口 5 3 4 l 1 l 1 
(2) 

落 窪 8 49 28 3 7 6 6 
(2) (4) (4) 

字津保 90 71 356 127 4 2 13 10 28 28 
(8) (9) (41) (12) (1) (1) 

多武峰少将 l 9 3 
(1) 

購鈴日記 7 l 12 3 4 
(1) 

和泉式日記 17 3 2 6 1 2 1 I 

(2) (1) 
枕草子 22 2 8 8 2 5 1 1 

(8) (1) (2) (1) 
源 氏 117 75 493 137 2 36 11 31 16 19 14 10 

(38) (32) (151) (66) (5) 
紫式部日記 7 5 2 1 

( 1) (1) (1) 
栄 事奪 129 19 22 7 3 2 5 5 4 1 3 

(正編) (23) (3) (10) (1) 
更級日記 1 1 

大 鏡 44 15 13 3 2 1 2 
(6) (4) (4) (2) 

注:数字→用例数. ( )内数字→複合動詞の用例数

「見給J、j欄には「させ給ふj型の用例を含むが、「奉る」が介在する例を含まない.

16 



現
と
し
て
の
性
質
を
明
ら
か
に
し 、
ま
た 、
漢
語
サ
変
動
詞
が
導
入
さ
れ
た
理

由
を
考
察
し
よ
う
と
思
う 。

こ
こ
で
考
察
の
対
象
と
す
る
の
は 、
〈
表
1
〉
に
示
し
た 、
平
安
中
期
を
中

心
と
す
る
和
文
資
料
で
あ
り 、
そ
こ
に
現
れ
る
「
御
覧
ず」
と
「
見
給
ふ」
を

比
較
し
て
分
析
す
る 。
な
お 、
地
の
文
と
会
話
文
と
で
は 、
使
用
原
理
が
少
し

違
う
の
で 、
語
実
的
分
析
で
は 、
地
の
文
の
用
例
を
主
と
し
て
採
り
上
げ
る 。

二 、
「
御覧ず」
の敬語
的性格

漢語サ変動詞「御覧ず」の表現価値

ま
ず、
敬
語
体
系
上
の
「
御
覧
ず」
の
位
置
付
け
を
確
認
し
て
お
こ
う 。
「
見

る」
の
主
体
尊
敬
の
形
式
に
は 、
「
見
給
ふ」
「
見
さ
せ
給
ふ」
が
あ
る 。
「
見
給

注
3

ふ」
は
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
が 、
「
見
さ
せ
給
ふ」
は
『
宇
津

保
物
語」
に
1
例
あ
る
以
外
に
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い 。
即
ち 、
最
高
の

敬
意
段
階
に
空
白
が
生
じ
て
お
り 、
そ
れ
に
相
当
す
る
機
能
を
も
つ
の
が
「
御

覧
ず」
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る 。

し
か
し 、
「
御
覧
ず」
は
「
見
る」
十
「
さ
せ
給
ふ」
と
機
能
的
に
等
価
で
は

注
4

な
い 。
こ
れ
に
客
体
尊
敬
の
「
奉
る」
を
加
え
た
形
式
に
す
る
と 、
「
御
覧
じ

奉
る」
と
い
う
形
式
は
見
ら
れ
ず、
「
見
車や
ら
せ
給
ふ」
が
専
ら
使
用
さ
れ
る 。

客
体
尊
敬
の
形
式
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は 、
そ
の
動
詞
の
対

象
に
は
敬
意
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
す
る 。
つ
ま
り 、
「
御
覧

ず」
の
動
作
対
象
と
「
見
る」
の
動
作
対
象
と
は
性
質
が
違
う
の
で
あ
る 。

ま
た 、
使
役・
受
身
の
形
式
が
「
見
る」
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
容
易

に
指
摘
で
き
る
点
で
あ
る 。
「
御
覧
ず」
に
は「
御
覧
ぜ
ら
る」
「
御
覧
ぜ
さ
す」

と
い
う
受
身・
使
役
の
助
動
詞
を
下
接
す
る
例
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し 、
「
見
る

(
見
給
ふ
こ
に
は
受
身・
使
役
の
形
式
が
見
ら
れ
な
い 。
「
御
覧
ぜ
ら
る」
「
御
覧

ぜ
さ
す」
に
相
当
す
る
表
現
を
す
る
に
は 、
「
見
え
+
奉
る」
「
見
せ
+
奉
る」

と
語
を
換
え
て
能
動
的
に
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
こ
れ
は
「
御
覧
ず」

と
「
見
る」
で
は
格
支
配
の
方
式
が
異
な
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る 。

「
御
覧
ず」
は 、
主
体
尊
敬
に
関
し
て
は 、
体
系
上
に
安
定
し
た
位
置
を
有
す

る
よ
う
に
見
え
る
も
の
の 、
機
能
的
な
側
面
は
「
見
る」
と
等
価
で
は
な
い 。

動
作
対
象
の
性
質
が
異
な
り 、
格
支
配
の
方
法
が
異
な
る
こ
と
は 、
両
語
の
意

味
が
必
ず
し
も
等
価
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る 。
従っ
て 、
敬
語
的
な
表
現

価
値
を
論
ず
る
以
前
に 、
語
晶果
的
な
意
味
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る 。、

「
御
覧ず」
の語集的性格

三 、
一 、
動
作主
体
の性
格

注
5「

御
覧
ず」
の
動
作
主
体
は
非
常
に
身
分
が
高
く 、
「
見
給
ふ」
よ
り
も
主
体

に
与
え
る
敬
意
度
が
高
い
表
現
と
さ
れ
る 。
最
高
敬
語
と
い
う
の
で
あ
れ
ば 、

特
に
身
分
の
高
い 、
最
高
位
者
で
あ
る
帝
に
集
中
し
て
用
い
ら
れ
る
は
ず
で
あ

る
が 、
そ
の
使
用
率
を
作
品
毎
に
調べ
る
と
〈
表
2
V
と
な
る 。
こ
の
表
か
ら

は 、
資
料
に
よ
る
変
異
が
見
て
取
れ
る 。
早
い
時
期
の
作
品
で
は 、
帝
に
集
中

し
て
用
い
ら
れ
る
度
合
い
が
高
く 、
時
代
と
と
も
に
集
中
度
が
下っ
て
ゆ
く
よ

う
に
見
え
る 。

こ
れ
を
通
時
的
変
化
と
解
釈
し
て 、
「
御
覧
ず」
は
元
来
帝
専
用
の
敬
語
で
あ

っ
た
の
に 、
段
々
敬
意
の
度
合
が
下
が
り一
般
人
を
対
象
と
し
て
も
用
い
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る 。
し
か
し 、
初
期
の
段

階
で
も 、
帝
に
対
し
て「
御
覧
ず」
が
常
に
使
用
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く 、

次
の
よ
う
に
「
見
給
ふ」
を
用
い
る
例
が
あ
る 。
こ
れ
は 、
「
見
給
ふ」
の
形
式

で
も 、
帝
に
対
し
て
十
分
に
敬
意
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
言

える 。(例文の↓印は
動作主体と動作対象の表示)
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〈表 2> r御覧ずjの 帝へ の 使用率
地 ぷヱ三』三

竹 取 3/ 3 1/ 1 
古 今 5/ 5 0/ 0 
大 和 5/ 5 2/ 3 

落 窪 0/ 0 0/ 8 
字津保 62/ 90 17/ 71 
多武峰 0/ 0 0/ 1 
婿 蛤 0/ 0 0/ 7 
和 泉 0/ 17 0/ 3 
枕草子 5/ 22 0/ 7 
源 氏 33/117 10/ 75 
紫式部 1/ 7 0/ 5 
栄 華 48/129 7/ 19 
更 級 0/ 1 0/ 0 
大 鏡 17/ 44 5/ 15 

計 179/440 42/215 
(40.7%) (19.5%) 

①
帝
↓
か
く
や
姫
御
門
に
は
か
に
日
を
さ
た
め

て、
御
か
り
に
出
給
ふ
て、
か
く
や
姫
の
家
に
入
給

ふ
て
見
給
ふ
に 、
ひ
か
り
み
ち
て
き
よ
ら
に
て
ゐ
た

る
人
あ
り 。

(
竹
取)

②
陽
成
院
↓
和
歌
又
釣
殿
の
宮
に
若
狭
の
御
と
い

ひ
け
る
人
を
め
し
た
り
け
る
が 、
又
も
召
な
か
り
け

れ
ば 、
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
る 、
八
略
〉
と
よ
み

て
た
て
ま
つ
り
け
れ
ば 、
み
た
ま
ひ
て
「
あ
な
お
も

し
ろ
の
う
た
よ
み
や」
と
な
む
の
た
ま
ひ
け
る 。

(
大
和
十
五
段)

帝
に
対
し
て、
「
御
覧
ず」
を
使
う
場
合
と
「
見
給
ふ」
を
使
う
場
合
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は 、
場
面
に
よ
る
使
い
分
け
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る 。
時

代
の
変
化
に
よ
っ
て、
「
御
覧
ず」
自
体
の
敬
意
度
が
低
下
し
た
と
い
う
解
釈
は

適
当
で
は
な
い 。

主
6

例
え
ば 、
最
高
位
の
敬
意
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
っ
て
も 、
神
や
仏

な
ど
が
主
体
と
な
る
場
合
に
は「
御
覧
ず」
は
決
し
て
使
用
さ
れ
な
い 。
「
御
覧

ず」
が
使
用
で
き
る
の
は 、
動
作
主
体
が
現
実
の
貴
族
社
会
の
範
暗
に
あ
る
場

合
だ
け
で
あ
り 、
そ
の
社
会
環
境
が
な
く
て
は 、
発
現
で
き
な
い
の
で
あ
る 。

従っ
て、
帝
へ
の
使
用
率
の
変
化
は 、
一
言
語
自
体
の
変
化
で
は
な
く 、
環
境
の

変
化
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。
つ
ま
り 、
早
い
時
期
の
資
料
で

「
御
覧
ず」
の
帝
に
対
す
る
使
用
率
が
高
い
の
は 、
単
に
帝
が
高
い
身
分
で
あ
る

か
ら
だ
け
で
は
な
い 。「
御
覧
ず」
が
動
作
主
体
に
要
求
す
る
社
会
的
な
資
格
が 、

初
期
で
は
帝
だ
け
に
具っ
た
性
質
の
も
の
で
あ
り 、
平
安
中
後
期
に
は
帝
以
外

の
も
の
に
も
具
わ
っ
た
性
質
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

「
御
覧
ず」
の
動
作
主
体
と
「
見
給
ふ」
の
動
作
主
体
に
は
ど
の
よ
う
な
差
違

が
あ
っ
た
の
か 、
具
体
的
に
見
て
お
こ
う 。
用
例
数
の
多
い
「
宇
津
保
物
語』

『
源
氏
物
語』
『
栄
華
物
語」
の
地
の
文
で
の
調
査
結
果
を
〈
表
3
〉
に
示
す 。

〈
表
3
V
を
全
体
的
に
見
る
と 、
「
御
覧
ず」
の
動
作
主
体
は
「
見
給
ふ」
の

動
作
主
体
よ
り
も
相
対
的
に
身
分
が
高い
こ
と
が
わ
か
る 。
し
か
し 、
そ
の
二

つ
の
領
域
は
載
然
と
分
か
つ
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る 。
動
作
主
体
の
身

分
は 、
確
か
に
「
御
覧
ず」
の
方
が
よ
り
上
位
者
に
偏
る
も
の
の 、
そ
れ
は
作

品
に
よ
っ
て
流
動
的
で
あ
る 。
こ
の
三
表
を
比
べ
る
と 、
資
料
に
よ
っ
て
使
い

分
け
に
差
が
あ
り 、
『
字
津
保』
↓
『
源
氏』
↓
『
栄
華』
の
順
で 、
「
御
覧
ず」

の
使
用
域
は
よ
り
下
位
に
広
が
り 、
「
見
給
ふ」
の
使
用
域
も
同
時
に
だ
ん
だ
ん

下
が
る
よ
う
に
見
え
る 。
し
か
し 、
こ
の
三
作
品
の
成
立
年
代
は
そ
れ
程
離
れ

て
い
な
い
の
で 、
こ
れ
は
時
代
差
と
い
う
よ
り
も 、
作
者
の
記
述
態
度
の
違い

と
見
ら
れ
る 。
つ
ま
り 、
両
者
の
使
い
分
け
は 、
身
分
差
の
上
で
は
相
対
的
な

も
の
に
過
ぎ
ず、
社
会
階
層
を
基
準
と
し
た
用
語
選
択
に
は
な
っ
て
い
な
い
の

で
あ
る 。

こ
の
表
で 、
特
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は 、
同
じ
人
物
に
つ
い
て、
こ
の

二
つ
の
表
現
を
両
方
と
も
用
い
る
事
例
が
少
な
く
な
い
こ
と
で
あ
る 。
『{子
津

注;数字一帝を主体とする用例数/総用例

数
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漢語サ変動詞「御覧ず」の表現価値
〈表 3> r御覧ずj と 「見給ふj の 使用状況

宇津保(地 の 文)
御覧ず 人 物 見 ・ 給ふ
16 嵯 峨 帝 l 
39( 7) 朱 雀 帝 4 
3( 1) 今 上 帝 8( 2) 
2 ( 1) (帝) 1 

l 兵部卿 宮 。

6 ( 宮 )
- - ・ ー ・ ー ー ー ー ーー---ーー苧ーー

l 正 頼 24 ( 2) 
2 兼 雅 49( 4) 
4 仲 忠 59( 9) 
4 (他)

ーー ー ー ー ・ ・ ー ー

2 朱雀中宮 。

1 仁寿 殿 5 
7 あ て 宮 42( 2) 
2 女 一 宮 12 ( 1) 

〈表 3-1)

注: r見給ふJ専用の人物は省略.

( )内 懐合動詞の用例数.

御覧ず 人 物 見 ・ 給ふ

14 ( 4) 桐査帝 。

6( 1) 朱 雀 帝 。

12 ( 4) 冷 泉帝 。

l 今 上 帝 。

1 ( 1) 式部卿 宮 。

10( 2) 匂 宮 36( 8) 
3( 1) 蛍 9 ( 2) 

ーーーー ・ - ---- ーーーーーーーーー. ーーーーーーー ー ー ‘

52 (21) 光 源 氏 191(50) 
2 頭 中 将 14 ( 2) 

l 薫 54(15) 
ーーーーー・ ・ --- ーーーーーー---- ー---ーーーー ーー

3( 1) 藤 査 5 ( 1) 
4 秋好中宮 。

2 女 一 宮 o 

2 ( 1) 落 葉 宮 4 ( 2) 
1 女 三 宮 4 ( 2) 
3( 2) 紫 上 28(14) 

源氏(地 の 文)〈表 3-2>

御覧ず 人 物 見 ・ 給ふ
5 村 上 帝 0 

1(l) 4 ( 1) 花 山 院
5 一 条帝 。

12 ( 4) 三条帝 。

12 ( 5) 後一条帝 。

3 後朱雀帝 。

7 小 一条院 。

1 冷泉院宮 。

1 三 条院宮 。

3 兼 家 1 ( 1) 
1 為 光 。

23( 6) 道 長 2 ( 1) 
2 ( 1) 頼 通 。

l 教 通 。

2 公 {壬 l 
4 ( 1) (他)

ーーーーーーーーー， ---司・ーーーーーー ーーーー-----ー

l 選 子 。

l 当 子 。

1 修 子 。

1 定 子 。

19( 3) 彰 子 。

12( 2) 妙干 子 。

2 威 子 。

l 寛 子 。

1 ( 1) 東三条続 。

2 ( 1) 倫 子 。

1 生 子 。

2 ( 1) (他)

栄華(地 の 文)〈表 3-3>
保』
で
は 、
兵
部
卿
宮
・
朱
雀
帝
中
宮
の
二
名
を
除
い
て
主
た
る
登
場
人
物
全

員
に
両
方
の
用
例
が
見
ら
れ
る 。
『
源
氏』
で
も
光
源
氏
を
始
め
と
し
て
両
方
の

例
を
合
せ
持
つ
人
物
が
多
い 。
『
栄
華』
で
は
「
見
給
ふ」
が
も
と
も
と
少
い
の

で
あ
る
が 、
花
山
院
・
兼
家
・
道
長
・八ム
任
の
四
名
に
両
方
の
表
現
が
用
い
ら

れ
て
い
る 。
同
じ
人
物
に
ど
ち
ら
も
用
い
る
と
い
う
状
況
に
対
し
て
は 、
主
体

の
身
分
差
と
い
う
よ
う
な
敬
意
の
高
低
は 、
説
明
の
役
に
立
た
な
い
の
は
言
う

ま
で
も
な
い 。
あ
ま
り
身
分
が
高
く
な
く
て
も
条
件
さ
え
整
え
ば 、
「
御
覧
ず」

を
用
い
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
る 。
そ
の
使
用
を
支
え
る
場
面
・
局
面
に
つ

い
て、
以
下
考
察
す
る 。
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三 、
二 、
動
作主
体
と動
作
対
象の
関係

三 、
二 、
一 、
支
配・
被
支
配の
関係

人
間
の
視
覚
の
対
象
と
な
り
う
る
も
の
に
は 、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
存

在
し 、
人
間
・
事
物
を
始
め
と
し
て
特
に
焦
点
を
定
め
な
い
風
景
全
体
に
ま
で

及
ぶ 。
し
か
し 、
「
御
覧
ず」
の
対
象
は
ど
ん
な
も
の
で
も
よ
い
わ
け
で
は
な
い 。

「
御
覧
ず」
は
「
奉
る」
を
付
加
し
て、
対
象
に
敬
意
を
与
え
る
語
法
が
存
在
し

な
い 。
つ
ま
り 、
敬
う
べ
き
人
を
見
る
場
合
に
は
決
し
て
用
い
ら
れ
な
い
表
現

な
の
で
あ
る 。
あ
る
人
間
を
対
象
と
し
て
「
御
覧
ず」
が
用
い
ら
れ
る
場
合
に

は 、
次
の
例
の
よ
う
に 、
対
象
に
は
敬
意
を
当
て
る
必
要
が
な
い
も
の
が
立
つ 。

③
醍
麟
帝
↓
童
先
帝
の
御
時
に 、
あ
る
御
曹
司
に 、
き
た
な
げ
な
き
童

あ
り
け
り 。
帝
御
ら
む
じ
て
み
そ
か
に
め
し
て
け
り 。(

大
和
一
三
四
段)

④
薫
↓
荘
人
ゐ
な
か
び
た
る
人
々
は 、
お
ど
ろ
/\
し
く 、
ひ
き
つ
れ

参
り
た
る
を
「
あ
や
し
う 、
は
し
た
な
き
わ
ざ
か
な」
と
御
覧
ず
れ
ど 、

(
源
氏
椎
本)

③
は
醍
醐
帝
が
童
を
見
る
例 、
④
は
誌
が
自
領
の
荘
園
の
人
々
を
見
る
例
で

あ
る 。
両
例
と
も 、
動
作
主
体
が
主
人、
動
作
対
象
が
臣
下
で
あ
り 、
主
従
の

関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る 。
主
従
の
関
係
と
い
う
の
は 、
身
分
の
相
対
的
な
高

低
で
は
な
く 、
支
配
と
従
属
の
契
約
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
絶
対
的
な
上
下

関
係
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
が 、
そ
の
関
係
に
あ
っ
て、
上
か
ら

下
へ
の
視
覚
動
作
が
な
さ
れ
る
場
面
で「
御
覧
ず」
は
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

「
御
覧
ず」
が
特
定
の
人
間
を
対
象
と
し
て
出
現
す
る
場
合
に
は 、
必
ず
主
体
と

対
象
の
間
に
こ
の
よ
う
な
関
係
が
存
在
す
る 。
動
作
主
体
に
即
し
て
言
え
ば 、

そ
の
場
面
に
お
い
て、
社
会
的
に
支
配
的
立
場
に
立っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
な

の
で
あ
る 。

注
7

「
見
給
ふ」
の
方
に
は 、
こ
の
よ
う
な
制
約
は
見
ら
れ
な
い 。
高
位
の
人
聞
を

対
象
に
と
る
場
合
は 、
「
見
奉
り
給
ふ」
「
見
奉
ら
せ
給
ふ」
の
形
式
に
な
る
こ

と
が
多
い
の
で 、
「
見
給
ふ」
の
形
式
で
は
上
か
ら
下へ
の
動
き
が
多
く
な
る
の

で
は
あ
る
が 、
対
等
以
上
の
者
を
対
象
と
し
て
も
使
用
可
能
で
あ
る 。

⑤
源
氏
↓
葵
上
い
と
y
た
ゆ
げ
に
見
上
げ
て
う
ち
ま
も
り
関与え
給
ふ

に 、
涙
の
こ
ぽ
る
〉
さ
ま
を 、
見
給
ふ
は 、
い
か
Y
あ
は
れ
の
浅
か
ら
ん 。

(
源
氏
葵)

⑥
源
氏
↓
左
大
臣
大
臣
の 、
聞
に
暮
れ
惑
ひ
給
へ
る
さ
ま
を 、
み
給
ふ

も 、
こ
と
わ
り
に
い
み
じ
け
れ
ば 、

(
源
氏
葵)

⑤⑥
は 、
源
氏
の
葵
上・
左
大
臣
に
対
す
る
視
覚
を
「
見
給
ふ」
と
表
現
し
て

お
り 、
主
体
と
対
等
以
上
の
者
に
対
し
て「
見
給
ふ」
を
用
い
た
事
例
で
あ
る 。

「
見
給
ふ」
は
主
体
と
対
象
の
関
係
に
特
に
規
定
の
な
い
表
現
形
式
で
あ
る
の
に

対
し 、
「
御
覧
ず」
は
明
確
な
規
定
の
あ
る
表
現
形
式
な
の
で
あ
る 。
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三 、
二 、
二 、
所有・
被所有の
関係

対
象
が
人
間
で
な
く
と
も 、
臣
下
か
ら
提
出
さ
れ
た
物
で
あ
っ
た
り 、
自
分

の
所
有
す
る
も
の
が
対
象
に
立
つ
場
合
に
も 、
同
様
の
機
構
が
存
在
す
る 。

⑦
正
頼
・
大
宮
↓
献
上
物
か
く
て、
み
や 、
お
と
ず 、
く
に
ハ\
よ
り

ま
い
れ
る
き
ぬ
御
覧
じ
て、

(
字
津
保
内
侍
の
か
み)

⑧
源
氏
↓
書
簡(
明
石
上)

あ
り
つ
る
御
返
り 、
も
て
参
れ
り 。
え
ひ
き

か
く
し
給
は
で 、
御
覧
ず。

(
源
氏
松
風)

⑨
仲
忠
↓
京
極
殿
造
営
ま
づ
か
ど
さ
し
て、
大
将
お
は
し
給
ひ
て、
御

ら
ん
じ
て
つ
く
ら
せ
給
ふ。
な
か
に
す
ぐ
れ
た
る
上
ず、
い
ど
み
か
は
し

て、
あ
り
が
た
う
め
で
た
う
つ
く
る 。

(
字
津
保
楼
の
上
の
上)

⑦
で
は 、
当
時
随一
の
実
力
者 、
源
正
頼
へ
諸
国
か
ら
献
上
さ
れ
た
物
が
対
象



漢語サ変動詞「御覧ず」の表現価値
で
あ
る 。
@
で
は
召
使
に
よ
っ
て
届
け
ら
れ
提
出
さ
れ
た
書
簡
が
対
象
で
あ
る 。

こ
の
よ
う
に 、
動
作
主
体
が
支
配
者
の
立
場
に
た
っ
て
視
覚
を
行
う
場
合
に
は 、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
「
御
覧
ず」
が
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る 。
⑨
は 、
仲
忠

が
京
極
殿
の
造
営
工
事
を
監
督
す
る
場
面
で 、
そ
の
典
型
的
な
例
と
言
え
よ
う 。

こ
の
よ
う
な
場
合 、
「
御
覧
ず」
は 、
具
体
的
に
何
か
を
見
る
視
覚
動
作
と
い
う

よ
り
も 、
自
分
の
支
配
下
に
あ
る
も
の
を
「
実
地
に
監
督
す
る」
と
い
う
社
会

的
な
行
為
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る 。
「
御
覧
ず」
は
支
配

者
の
組
織
管
理
的
行
為
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る 。
従っ

て、
「
御
覧
ず」
の
主
体
と
対
象
の
聞
に
は 、
支
配
と
従
属
と
い
う
社
会
的
関
係

が
存
す
る
こ
と
が 、
一
つ
の
発
現
条
件
と
な
る
の
で
あ
る 。

先
に 、
「
見
給
ふ」
に
比
べ
て
「
御
覧
ず」
の
動
作
主
体
の
身
分
が
高
い
傾
向

が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が 、
こ
の
条
件
の
結
果
と
考
え
る
と
容
易
に
解
決
さ
れ

る 。
例
え
ば 、
帝
は
貴
族
社
会
の
頂
点
に
あ
る
の
で 、
す
べ
て
の
も
の
に
対
し

て、
支
配
者
の
立
場
に
立
っ
て
い
る 。
従っ
て、
「
御
覧
ず」
は
非
常
に
用
い
ら

れ
や
す
い 。
逆
に 、
主
体
の
身
分
が
少
々
低
く
と
も 、
彼
が
そ
の
臣
下
に
対
し

て
主
人
と
し
て
当
た
る
場
面
が
成
立
す
れ
ば 、
当
然
「
御
覧
ず」
が
用
い
ら
れ

て
よ
い 。
例
え
ば 、
『
源
氏」
で
薫
に
「
御
覧
ず」
を
用
い
る
の
は
1
例 、
『
字

津
保」
で
仲
忠
に
用
い
る
の
は
2
例
し
か
な
い
の
で
あ
る
が 、

ぬ⑤
の
よ
う
に 、

そ
の
場
面
に
お
い
て、
支
配
者
的
な
立
場
に
立
つ
と
い
う
条
件
が
整
う
こ
と
で 、

使
用
が
可
能
と
な
る
わ
け
で
あ
る 。

三 、
三 、
動
作
態
度

一二 、
三 、
て
非分
析
的
態度

対
象
が
主
体
に
と
っ
て
被
支
配
者
や
所
有
物
で
は
な
く 、
そ
れ
自
体
に
社
会

的
な
意
味
を
特
に
持
た
な
い
例
も
少
く
な
い 。
単
な
る
風
景
や
自
然
の
状
態
が

対
象
と
な
る
場
合
で
あ
る 。
た
だ
し 、
そ
の
場
合
に
は 、
個
々
の
事
物
に
焦
点

を
あ
て
る
用
例
は
な
く 、
全
体
と
し
て一
つ
の
景
色
と
し
て
捉
ら
え
ら
れ
る
も

の
に
限
定
さ
れ
て
お
り 、
あ
る
特
殊
な
視
覚
を
要
求
す
る
も
の
と
し
て、
性
格

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る 。

⑩
字
多
帝
↓
瀧
朱
雀
い
ん
の
み
か
ど 、
ぬ
の
ひ
き
の
た
き
御
ら
む
ぜ
む

と
て、

(
古
今
九
二
七
詞)

⑪
源
氏
↓
堀
江
難
波
の
御
紋
七
瀬
に
よ
そ
ほ
し
う
っ
か
ま
つ
る 。
堀
江

の
わ
た
り
を
御
覧
じ
て、

(
源
氏
湾
標)

⑫
一
条
帝
↓
陣
上
に
お
は
し
ま
し
て、
陣
よ
り
出
で
入
る
者
ど
も
御
覧

ず 。

(枕草子
職の御曹子の西表の)

⑩凸⑫
は 、
い
ず
れ
も
風
景
を
対
象
と
す
る
例
で
あ
る 。
視
覚
と
し
て
は 、
あ

る
一
点
を
凝
視
す
る
よ
う
な
見
方
で
は
な
く 、
視
野
の
全
体
を
見
渡
す
よ
う
な

動
作
で
あ
る 。
そ
し
て、
対
象
は
何
か一
つ
の
特
定
の
物
で
は
な
く 、
い
く
つ

も
の
事
物
を
ひ
と
ま
と
ま
り
に
し
た
全
体
で
あ
る 。
視
線
の
集
中
を
要
求
す
る

(
例
え
ば
「
月」
の
よ
う
な)
も
の
は 、
「
見
給
ふ」
の
対
象
に
は
な
る
が 、
「
御

覧
ず」
の
対
象
に
立
つ
こ
と
は
な
い 。
つ
ま
り 、
「
見
る・
見
給
ふ」
と
「
御
覧

ず」
と
で
は 、
視
線
の
当
て
方
が
違
い
が
あ
る
の
で
あ
る 。

視
線
の
当
て
方
に
よ
る
差
違
は 、
次
の
よ
う
に
同一
主
体・
同一
対
象
の
下

で 、
「
御
覧
ず」
と
「
見
給
ふ」
と
が
共
起
す
る
例
に
お
い
て、
明
確
に
読
み
取

れ
る 。⑬

匂
宮
↓
薫
ひ
と
f\
や
す
ら
か
に
呼
ぴ
使
ひ 、
人
も
あ
ま
た
し
て
物

参
ら
せ
な
ど
し
給
ふ
を
哀
に
も
を
か
し
う
も
御
貿
ず。
い
と
い
た
う
や
せ

青
み
て、
ほ
れ
六\
し
き
ま
で
物
を
恩
ひ
た
れ
ば 、
「
心
苦
し」
と
見
給
ひ

て、

(
源
氏
総
角)

⑭

ほ
う
ら
い
の
山
を
ご
ら
ん
じ
て、
〈
略
〉

あ
て
宮
↓
蓬
莱
山(
造
物)
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い
は
の
う
へ
に
た
て
た
る
二
の
つ
る
ど
も
を
と
り
は
な
ち
つ
〉
見
給
へ

ば 、
ぢ
ん
の
つ
る
は
い
と
を
も
く
て、

({予
津
保
国
譲
中)

⑬
で
は 、
薫
が
人
々
に
か
し
ず
か
れ
て
い
る
光
景
の
全
体
に
対
し
て「
御
覧
ず」

が
用
い
ら
れ
て
い
る 。
そ
し
て、
そ
の
光
景
の
中
の
蒸
だ
け
に
焦
点
を
絞
る
時

に
は
「
見
給
ふ」
が
用
い
ら
れ
る 。
⑭
で
も 、
蓬
莱
山
の
造
物
の
全
体
を
対
象

と
し
て
「
御
覧
ず」
が
用
い
ら
れ 、
そ
の一
部(
鶴)
に
焦
点
を
当
て
る
の
に
は

「
見
給
ふ」
が
用
い
ら
れ
て
い
る 。
つ
ま
り 、
「
御
覧
ず」
と
「
見
給
ふ」
は 、

同
じ
も
の
を
対
象
に
す
る
場
合
に 、
「
全
体
性」
と
「
部
分
性」
と
い
う
べ
き
対

立
を
見
せ
る 。
た
だ
し 、
「
見
る」
は
「
見・渡
す」
の
よ
う
に 、
視
野
の
広
が

り
を
表
す
表
現
も
可
能
で
あ
り 、
そ
れ
自
体
に
「
部
分
性」
と
い
う
特
徴
が
存

在
す
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う 。
従っ
て、
こ
の
対
立
は「
御
覧
ず」
の
方
に 、

一
部
分
に
視
線
を
集
中
し
な
い
「
全
体
的
な
視
覚」
と
い
う
制
約
が
存
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る 。

こ
の
傾
向
性
は
視
野
の
広
狭
だ
け
で
な
く 、
同
じ
物
に
対
す
る
視
覚
の
態
度

の
軽
重
の
差
違
と
し
て
も
現
れ
る 。
⑮
の
対
象
は
書
簡
で
あ
り 、
そ
れ
ほ
ど
広

が
り
を
有
す
る
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
る 。

⑮
源
氏
↓
書
簡(
柏
木
↓女
三
宮)

御
し
と
ね
の 、
す
こ
し
ま
よ
ひ
た
る

つ
ま
よ
り 、
浅
緑
の
押
し
ま
き
た
る
端
見
ゆ
る
を 、
何
心
な
く
引
き
出

で
ヘ
御
覧
ず
る
に 、
男
の
手
な
り 。
〈
略
〉
二
重
ね
に 、
こ
ま
戸\
と

書
き
た
る
を
見
給
ふ
に 、
ま
ざ
る
べ
き
か
た
な
く 、
「
そ
の
人
の
手
な
り
け

り」
と
み
給
ひ
っ 。

(
源
氏
若
菜
下)

こ
こ
で
は 、
同一
の
書
簡
に
対
す
る
観
察
を
二
つ
の
形
式
で
表
現
し
分
け
る 。

「
御
覧
ず」
は
全
体
を
ざ
っ
と
見
て
「
男
の
筆
跡
で
あ
る」
こ
と
を
引
き
出
し
て

い
る 。
こ
れ
に
対
し 、
「
見
給
ふ」
は
書
簡
の
中
身
を
詳
細
に
検
討
し 、
そ
し
て

「
そ
の
人
(
柏
木)
の
筆
跡
で
あ
る」
こ
と
を
特
定
す
る 。
動
作
内
容
は 、
前
者

が
書
簡
全
体
に
対
す
る
表
面
的
で
軽
い
確
認
行
為
で
あ
り 、
後
者
は
内
容
の
綿

密
な
検
討
と
なっ
て
い
る 。

比
較
し
て
み
る
と 、
「
見
給
ふ」
は
視
覚
と
と
も
に 、
対
象
を
把
握
し
よ
う
と

す
る
意
識
の
動
き
が
明
確
に
存
在
し 、
「
視
覚
↓
対
象
の
把
握
↓
理
解
・
判
断」

と
い
っ
た
過
程
を
た
ど
る 、
一
つ
の
知
覚
動
作
と
し
て
完
結
し
て
い
る
も
の
と

言
え
る 。
し
か
し 、
「
御
覧
ず」
に
は 、
対
象
を
具
体
的
に
把
援
し
よ
う
と
い
う

動
作
主
体
の
能
動
的
な
意
識
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い 。
こ
れ
は
「
視
覚」
の

動
作
に
は
相
違
な
い
が 、
普
通
の
「
見
る」
動
作
と
は
異
な
り 、
対
象
を
視
野

に
入
れ
る
こ
と
自
体
に
主
要
な
表
現
価
値
を
も
っ
動
詞
で
あ
る
と
言
え
る 。

こ
の
結
果 、
「
御
覧
ず」
の
動
作
対
象
に
は
全
体
性
を
も
つ
も
の
が
立
っ
か 、

そ
う
で
な
け
れ
ば 、
対
象
に
対
す
る
注
意
が
希
薄
な 、
非
常
に
表
面
的
な
視
覚

動
作
で
あ
る
こ
と
が 、
発
現
条
件
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る 。
た
だ
し 、
視
覚
方

法
が
こ
の
条
件
に
適
合
し
て
い
て
も 、
前
項
の
よ
う
な
社
会
的
に
支
配
的
な
立

場
を
具
え
な
い
動
作
主
体
に
つ
い
て、
「
御
覧
ず」
を
使
用
す
る
こ
と
は
な
い 。

従っ
て、
支
配
的
立
場
に
立
つ
場
合
で
も 、
非
分
析
的
態
度
を
表
現
す
る
場
合

で
も 、
動
作
主
体
の
性
質
は
連
続
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。
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三 、
三 、
二 、
支配的
態度と非分
析的
熊長皿

主
体
と
対
象
の
関
係
か
ら 、
使
用
環
境
に
関
す
る
こ
つ
の
発
現
条
件
を
導
き

だ
し
て
き
た 。
し
か
し 、
次
の
よ
う
に 、
文
脈
と
し
て
は
「
御
覧
ず」
が
出
て

も
お
か
し
く
な
い
箇
所
に
「
見
給
ふ」
が
用
い
ら
れ
る
場
合
が
あ
る 。
そ
の
内

容
を
検
証
し
て
お
こ
う 。

⑮⑪
は
風
景
を
対
象
と
す
る
例
で 、

⑩⑪⑫
と
同
じ
よ
う
な
環
境
に
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず、
「
御
覧
ず」
が
避
け
ら
れ
た
例
で
あ
る 。

⑬
な
ら
の
帝
↓
竜
田
川
秋
の
ゆ
ふ
べ 、
龍
田
河
に
流
る
る
も
み
ぢ
を
ば 、



漢語サ変動詞 「御覧ずj の表現価値

み
か
ど
の
お
ほ
む
自
に
錦
と
見
給
ひ 、

(
古
今
仮
名
序)

⑪
源
氏
↓
夕
景
藤・
山
吹
の
お
も
し
ろ
き
夕
ば
へ
を

見|剖剖判に
つ
け

て
も 、
こ
な
た
に
わ
た
り
て
御
覧
ず。

(
源
氏
真
木
柱)

⑮
の
「
見
給
ふ」
は
視
覚
動
作
だ
け
で
は
な
く 、
「
紅
葉
を
錦
と
見
る」
と
い

う
判
断
を
表
し
て
い
る 。
言
い
換
え
れ
ば
「
視
覚
を
通
じ
て
認
識
す
る」
と
記

述
で
き
る
よ
う
に 、
視
覚
に
伴
う
思
考・
判
断
の
動
作
を
表
現
す
る
も
の
で
あ

る 。
⑪
は
共
起
例
で
あ
る
が 、
単
に
風
景
を
眺
め
る
の
に
は
「
御
覧
ず」
を
用

い
る 。
し
か
し 、
そ
の
風
景
の
美
を
「
視
覚
に
よ
っ
て
発
見
す
る」
こ
と
を
表

現
す
る
に
は
「
見
給
ふ」
を
用
い
て
い
る 。
つ
ま
り 、
対
象
が
全
体
性
を
具
え

て
い
て
も 、
対
象
の
内
容
を
具
体
的
に
理
解・
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

能
動
的
に
視
覚
を
行
う
場
合
に
は 、
「
御
覧
ず」
は
使
用
さ
れ
な
い
の
で
あ
る 。

即
ち 、
動
作
主
体
の
意
識
の
上
で 、
そ
の
視
覚
が
非
能
動
的
で
あ
る
こ
と
が
必

要
な
の
で
あ
る 。

ま
た 、
次
の
例
は
主
体
と
対
象
が
主
従
関
係
に
あ
る
の
に 、
「
御
覧
ず」
で
は

な
く
「
見
給
ふ」
が
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る 。

⑬
源
氏
↓
中
将
君
中
将
の
君 、
〈
略
〉
う
す
物
の
裳 、
あ
ざ
や
か
に
引
き

ゆ
ひ
た
る
腰
つ
き 、
た
を
や
か
に 、
な
ま
め
き
た
り 。
見
か
へ
り
給
ひ
て 、

隅
の
勾
欄
に 、
し
ば
し
引
き
す
ゑ
給
へ
り 。「
う
ち
解
け
た
ら
ぬ
も
て
な
し 、

髪
の
さ
が
り
ば 、
め
ざ
ま
し
く
も」
と 、
見
給
ふ。

(
源
氏
夕
顔)

⑮
は
光
源
氏
が
自
家
の
女
房一
を
見
る
の
で
あ
る
か
ら 、
「
御
覧
ず」
が
用
い
ら
れ

て
も
お
か
し
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る 。
源
氏
は
彼
女
の
容
姿・
自
分へ
の
態
度

を
見
た
結
果 、
「
め
ざ
ま
し
く
も」
と
不
快
感
を
抱
い
て
い
る 。
即
ち 、
能
動
的

な
知
覚
動
作
と
な
っ
て
お
り 、
「
御
覧
ず」
が
忌
避
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。
こ
こ

で
は 、
源
氏
は
彼
女
を
扱
う
の
に 、
支
配
者
と
し
て
対
す
る
と
い
う
よ
り
も 、

男
女
の
関
係
で
対
し
て
お
り 、
動
作
主
体
の
心
的
態
度
が
支
配
者
的
で
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る 。
つ
ま
り 、
主
従
関
係
が
環
境
的
に
整っ
て
い
る

だ
け
で
は
「
御
覧
ず」
の
発
現
条
件
と
し
て
十
分
で
は
な
く 、
主
体
の
態
度
が

問
題
と
な
る
の
で
あ
る 。

そ
の
具
体
的
な
内
容
は
次
の
共
起
例
か
ら
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る 。
主
人

か
ら
臣
下
に
向
う
事
例
で
は 、
次
の
よ
う
に
な
る 。

⑮
嵯
峨
帝
↓
良
本
行
正
「
あ
や
し
く
て
か
く
れ
に
し
わ
ら
は 、
ま
う
で

き
た
な
り」
と
の
た
ま
ひ
て 、
め
し
て
御
ら
ん
ず
る
に 、
わ
ら
は
の
時
よ

り
も 、
か
た
ち
も
き
よ
ら
に
み
給
ふ。

(
字
津
保
藤
原
の
君)

⑮
朱
雀
院
↓
犬
宮
お
ど
ろ
か
せ
給
ひ
て 、
き
丁
の
か
た
び
ら
ふ
と
ひ
き

あ
げ
て
御
覧
ず
れ
ば 、
〈
略
〉
い
ぬ
宮
の
い
と
し
ろ
う〉
つ
く
し
げ
に
て

ひ
き
ゐ
給
へ
る
な
り 。
は
や
か
く
な
り
け
り
と
み
給
に
い
と
い
み
じ
く
か

な
し
く
お
ぼ
え
さ
せ
給
に 、

(
字
津
保
楼
の
上
の
下)

@
宰
相(
頭
中
将)
↓
海
士
海
士
ど
も
あ
さ
り
し
て 、
か
ひ
っ
物、
も
て

参
れ
る
を 、
め
し
出
で
〉
御
貿
ず。
浦
に
年
ふ
る
さ
ま
な
ど 、
と
は
せ
給

ふ
に
さ
ま
f\
や
す
げ
な
き
身
の
う
れ
へ
を
申
す 。
「
そ
こ
は
か
と
な
く 、

さ
へ
ず
る
も 、
心
の
ゆ
くへ
は 、
同
じ
こ
と
な
る
か
な」
と
あ
は
れ
に
見

給
ふ。

(
源
氏
須
磨)

⑮
は
行
方
不
明
で
あ
っ
た
行
正
を
嵯
峨
帝
が
謁
見
す
る
場
面
で
あ
る 。
ま
ず、

主
君
と
し
て
臣
下
を
閲
す
る
の
に
「
御
覧
ず」
が
用
い
ら
れ
る 。
そ
の
結
果 、

容
姿
が
端
麗
に
な
っ
た
と
い
う
意
識
を
伴っ
て
視
覚
す
る
の
に
は
「
見
給
ふ」

が
使
用
さ
れ
る 。
⑮
で
は 、
琴
の
演
奏
の
見
事
さ
に
驚い
た
朱
雀
院
が 、
楽
所

を
調
べ
る
の
に
は
「
御
覧
ず」
が
使
用
さ
れ
る 。
そ
し
て
演
奏
者
が
犬
宮
で
あ

る
こ
と
を
知
り 、
「
も
う
こ
ん
な
に
上
達
し
た
の
か」
と
詠
嘆
を
こ
め
て
見
る
と

「
見
給
ふ」
と
な
る 。
⑪
で
は
宰
相
が
海
士
を
召
し
出
し
て
見
る
の
に
は「
御
覧

ず」
が
使
用
さ
れ 、
彼
ら
の
身
の
上
話
を
聞
き 、
己
の
境
遇
と
重
ね
合
わ
せ
て 、
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共
感
と
同
情
を
以
て
彼
等
を
見
る
場
合
に
は 、
「
見
給
ふ」
と
な
る 。

三
例
と
も 、
「
見
給
ふ」
は 、
主
体
が
感
情
を
こ
め
て、
対
等
の
人
間
と
し
て、

対
象
に
あ
た
っ
て
い
る
の
に
対
し 、
「
御
覧
ず」
は 、
そ
の
よ
う
な
心
の
動
き
の

混
じ
ら
な
い 、
主
人
か
ら
臣
下へ
の
冷
静
で
温
か
み
の
な
い
視
覚
で
あ
る 。
臣

下
の
謁
見、
行
事
の
管
理 、
地
元
民
の
召
集
と
い
う
具
合
に 、
支
配
者
的
権
利

の
行
使
で
あ
り 、
対
象
の
人
格
的
要
素
を
考
慮
し
な
い
態
度
で
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
る 。
即
ち 、
支
配
者
に
と
っ
て
臣
下
や
所
有
物
は 、
特
に
注
意・
配
慮
を

要
求
し
な
い
事
物
と
等
質
の
態
度
で
扱
わ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る 。

人
格
的
要
素
を
考
慮
し
な
い
態
度
と 、
事
物
の
具
体
的
内
容
を
考
慮
し
な
い

態
度
は 、
支
配
的
立
場
に
立
つ
人
間
に
と
っ
て
は 、
同
じ
性
質
の
も
の
で
あ
る

と
推
定
さ
れ
る 。
「
御
覧
ず」
は
対
象
を
視
覚
に
よ
っ
て、
表
面
的
か
つ
全
体
的

に
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
動
作
と
し
て
一
貫
し
て
い
る
の
で
あ
る 。

三 、
四 、
「
御覧ず」
の
意
味

「
御
覧
ず」
を
用
い
た
表
現
が
成
り
立
つ
に
は 、
動
作
主
体
の
支
配
者
的
立
場

と 、
動
作
対
象
の
具
体
的
内
容
に
対
す
る
無
関
心
な
態
度
が
必
要
で
あ
る 。
「
見

る・
見
給
ふ」
が
一
般
の
視
覚
動
作
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば 、
「
御
覧
ず」
は

特
殊
な
意
味
を
もっ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。
「
見
る・
見
給
ふ」
が 、
対
象
の

具
体
的
内
容
を
把
握
す
る
心
理
的
動
作
を
も
表
現
し
う
る
の
に
対
し 、
「
御
覧

ず」
は
知
覚
過
程
の
動
き
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
意
味
的
な
差

違
は
明
か
で
あ
る 。
「
御
覧
ず」
の
意
味
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る 。

社
会
の
支
配
的
立
場
か
ら 、
対
象
の
具
体
的
内
容
を
考
慮
せ
ず
に 、
全
体

を
表
面
的
に
視
覚
に
よ
っ
て
把
握
す
る
行
為 。

こ
れ
は
結
果
的
に 、
高
い
敬
意
を
表
す
接
頭
辞
「
御」
と 、
「
な
が
め
る・
の
ぞ

注
8

む・
み
わ
た
す」
意
の
「
覧」
か
ら
な
る
漢
語
「
御
覧」
の
字
義
を 、
そ
の
ま

ま
継
承
し
た
も
の
と
言
え
る 。
し
か
し 、
単
に
視
覚
動
作
を
表
す
尊
敬
語
と
い

う
だ
け
の
も
の
で
は
な
い 。
対
象
の
実
態
に
関
心
を
持
た
な
い
と
い
う
動
作
態

度
に「
見
る(
見
給
ふ
こ
と
は
根
本
的
に
差
違
を
持
つ
も
の
で
あ
り 、
そ
し
て、

そ
れ
に
よ
っ
て
支
配
者
特
有
の
行
為
を
表
現
す
る
も
の
と
なっ
て
い
る
の
で
あ

る 。
視
覚
に
よ
っ
て
対
象
を
認
識
す
る
こ
と
よ
り
も 、
視
覚
す
る
こ
と
自
体
が

社
会
的
に
意
味
を
持
つ
と
い
う 、
公
的
な
行
為
を
卓
立
す
る
表
現
と
し
て
価
値

を
も
つ
の
で
あ
る 。
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四 、
「
御覧ず」
の
導入
の要
因

視
覚
動
作
の
敬
語
に
は 、
「
御
覧
ず」
が
登
場
す
る
以
前
に「
み
そ
な
は
す(
み

そ
こ
な
は
す
こ
が
あ
っ
た 。
ま
た
「
見
さ
せ
給
ふ」
と
い
う
非
常
に
敬
意
度
の

高
い
表
現
形
式
も
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る 。
し
か
し 、
「
御
覧
ず」
の
導
入
と
同

時
に
和
文
で
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る 。
「
御
覧
ず」
が
ど
の
よ

う
に
定
着
し
て
い
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が 、
こ
れ
ら
の
和
語
動
詞
と
の
機

能
的
な
差
違
を
検
証
す
る
こ
と
で 、
導
入
の
理
由
は
推
定
で
き
る
で
あ
ろ
う 。

ま
ず、
「
見
さ
せ
給
ふ」
は
次
の
例
で
あ
る 。

⑫
「
い
と〉
く
は
見
な
ら
は
せ
給
は
じ 。
も
の
〉
心
く
は
し
く
み
さ
せ
給

ひ
て
こ
そ 。
な
い
し
の
か
み
ょ
っ
よ
り
み
と
せ
こ
そ 、
こ
と
あ
そ
び
せ
ら

れ
で
な
ら
ひ
給
ひ
け
れ」
(
宇
津
保
楼
の
上
の
上
仲
忠
↓
女一
宮
詞)

こ
れ
は 、
女一
宮
が
夫
の
仲
忠
に 、
「
犬
宮
の
琴
の
訓
練
は
い
つ
ご
ろ
ま
で
続
く

の
か」
と
聞
い
た
時
の
返
事
で
あ
る 。
仲
忠
は
母
内
侍
の
例
を
引
き
な
が
ら 、

そ
う
簡
単
に
は
行
か
な
い
こ
と
を
述べ
る 。
そ
の
中
で
「
物
事
の
条
理
を
詳
し

く
お
わ
か
り
な
さ
い」
と
い
う
の
を
表
現
す
る
た
め
に
「
見
さ
せ
給
ふ」
を
用

い
て
い
る 。
視
覚
動
作
と
言
う
よ
り
も 、
「
理
解
す
る」
こ
と
が
動
作
内
容
で
あ

り 、
対
象
(
も
の
の
心)
の
具
体
的
な
把
握
を
意
図
し
た
動
作
で
あ
る 。



漢語サ変動詞「御覧ず」の表現価値

「
み
そ
な
は
す」
は
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る 。

⑫
〈
略
〉
い
に
し
へ
の
事
を
も
忘
れ
じ 、
ふ
り
に
し
こ
と
を
も
お
こ
し
給

ふ
と
て、
今
も
み
そ
な
は
し 、
後
の
世
に
も
伝
は
れ
と
て、
〈
略
〉 。

(
古
今
仮
名
序)
ーートド巴

@a

女
し
ば
ら
れ
を
り
て
い
ふ
ほ(
ど)
に 、
「
か
の
ふ
み
は 、
な
を
み
そ〉

な
は
せ 。
か
の
め
の
と
の 、
こ
と
の
よ
し
き
こ
え
つ
る
な
り」

(
宇
津
保
藤
原
の
君)

@
b
「
ゆ
く
さ
き
も
御
覧(
じ)
あ
や
ま
ち
な
ば 、
か
く
こ
そ
は
あ
ら
め」

(
宇
津
保
藤
原
の
君)

@
は
『
古
今
集』
選
集
の
経
緯
を
述
べ
る
条
で 、
懐
旧・
復
古
の
気
持
で
歌
を

収
集
し 、
そ
れ
を
現
在
も
見、
そ
し
て
後
世
に
も
伝
え
よ
う
と
す
る
意
の
文
で

あ
る 。
こ
の
場
合
は 、
帝
が
極
め
て
意
志
的・
能
動
的
に
対
象
で
あ
る
和
歌
を

見
て
い
る
点
に
注
目
で
き
る
で
あ
ろ
う 。

@
a
は
滋
野
真
菅
が
あ
て
宮
に
送
っ
た
恋
文
の
返
事
が
乳
母
か
ら
来
た
の

を 、
手
紙
が
盗
ま
れ
た
と
誤
解
し
た
場
面
で
あ
る 。
真
菅
は
怒
っ
て、
取
り
次

ぎ
の
女
を
縛
り
上
げ
る 。
女
が
抗
議
す
る
言
葉
が
こ
の
例
で 、
「
そ
の
手
紙
を
よ

く
見
て
下
さ
い」
と
い
う
意
を
「
み
そ
な
は
す」
で
表
し
て
い
る 。
「
み
そ
な
は

す」
は
「
対
象
の
内
容
を
正
確
に
把
握
す
る・
し
っ
か
り
見
る」
と
い
う
意
味

を
担っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る 。
「
見
る」
な
ど
よ
り
も
内
容
把
握
の
程
度
が
強

く 、
「
御
覧
ず」
と
は
ま
っ
た
く
逆
の
性
格
を
も
っ 。

@
b
は
@a
と
閉
じ
話
者
の
も
の
で 、
真
菅
の
誤
解
が
解
け
て、
許
さ
れ
た

場
面
で
あ
る 。
「(
今
後
も 、
私
の
す
る
こ
と
を)
誤
解
な
さ
る
と 、
ま
た
こ
ん
な
目

に
あ
う
の
だ
ろ
う」
と
い
う
意
で
あ
る 。
こ
れ
は
真
菅
に
仕
え
る
人
間
と
い
う

立
場
か
ら
の
発
言
で 、
主
人
と
し
て
自
分
を
管
理
す
る
立
場
か
ら
の
視
覚
を「
御

覧
ず」
で
表
現
す
る
も
の
で
あ
る 。
こ
の
文
脈
で
は 、
「
み
そ
な
は
す」
と
「
御

覧、ず」
が
場
面
に
応
じ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る 。

「
み
そ
な
は
す」
も「
見
さ
せ
給
ふ」
も 、
動
作
主
体
に
強
い
敬
意
を
与
え
る

表
現
で
あ
る 。
そ
し
て、
と
も
に
対
象
の
具
体
的
内
容
を
認
識
し
よ
う
と
す
る

意
図
を
は
っ
き
り
と
表
す
表
現
で
あ
り 、
動
作
の
目
的・
態
度
が 、
「
御
覧
ず」

と
正
反
対
の
性
格
で
あ
る 。
お
そ
ら
く 、
平
安
初
期
ま
で
の
支
配
者
の
行
為
は 、

こ
の
表
現
の
よ
う
に 、
個
々
の
事
例
を
逐
一
性
格
に
把
握
し 、
判
断・
処
理
す

る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う 。
そ
し
て、
そ
れ
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、

支
配
者
の
能
力
を
卓
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る 。

し
か
し 、
平
安
中
期
以
降
の
支
配
者
の
像
は 、
こ
れ
と
は
性
格
が
異
な
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か 。
平
安
貴
族
社
会
に
お
い
て
は 、
前
時
代
よ
り
も
社
会
的
な

組
織
性
が
増
し
た
は
ず
で
あ
る 。
従っ
て、
個
々
の
人
物・
事
物・
事
件
等
を

一
々
処
理
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず、
処
理
さ
れ
た
結
果
の
確
認
行
為
や 、
組
織

全
体
の
管
理
を
す
る
こ
と
が 、
支
配
的
立
場
特
有
の
行
為
と
し
て
生
じ
て
き
た

で
あ
ろ
う 。
そ
し
て、
そ
れ
に
と
も
な
う 、
事
務
的
な
態
度 、
感
情
を
伴
わ
な

い
冷
静
さ 、
下
の
者へ
の
無
関
心
等
の
要
素
を
表
現
し
よ
う
と
す
れ
ば 、
従
来

の
和
語
表
現
は
明
ら
か
に
不
適
切
で
あ
る 。
従っ
て、
そ
こ
に
新
た
な
表
現
形

式
が
必
要
と
さ
れ 、
能
動
的
な
知
覚
動
作
と
は
異
な
る
意
味
を
も
っ
漢
語
サ
変

動
詞
が 、
そ
れ
を
担
う
も
の
と
し
て
導
入
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る 。

玉 、
「
御
覧ず」
の待遇表
現的価
値

五 、
一 、
主
従
関係
の表
示

「
御
覧
ず」
の
表
現
機
構
は 、
動
作
主
体
の
社
会
的
な
立
場
を
卓
立
す
る
の
で 、

会
話
文
に
お
い
て
は 、
そ
れ
が
話
者
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
か
が 、

重
要
で
あ
る 。

⑮
落
窪
姫
↓
書
簡
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る御けしきにてなん」

(落窪一
あこぎ↓道頼詞)

⑮
斎院↓歌人
驚院に中将の君といふ人侍るなり 。
〈略〉「歌

などのをかしからむは 、
わが院よりほかに誰か見しり給ふ人の

あらむ 。
世にをかしき人の生ひいでば 、
わが院こそ御覧じ知る

べけれ」
などぞ侍る 。

(紫式部日記
中将の君詞)

⑮の主体は 、落窪の姫君であり 、それほど身分が高いわけではない 。

しかし 、
あこぎにとっては主人である 。
従って 、
これは「御覧ず」

の社会的性格を満たしている 。
自分の主人の視覚動作を 、
動作態度

に関わらず 、「御覧ず」を用いて表現したものである 。
⑮は「見給ふ」

と共起する例である 。
複合動調であるが 、
語構成要素がほぼ同じな

ので比較できるであろう 。「見知り給ふ」の主体は世の上級貴族一般

である 。「御覧じ知る」は 、
話者である中将の君の主人である斎院が

主体である 。この両形式は 、動作内容に変りはないと思われるので 、

明らかに自分自身の主人を「御覧ず」
を用いて卓立している 。
即ち

話し手と動作主体の聞に 、
主従関係が存在することを示唆する表現

となっているのである 。

この表現は 、
地の文での用法と共通するものであるが 、
動作主体

の態度の実態とは関係なく用いられており 、
主一従関係の表示という

待遇表現を形成するものと言えよう 。

五 、
二 、
主
体
の
尊
敬・
対
象の
卑下

「御覧ず」は 、
主体の支配的立場と 、
対象の被支配的立場を明確に

表現するので 、
逆にその機構の中に人聞をあてはめることにより 、

新たに待遇表現としての用法が発生する 。「御覧ず」の動作主体に取

り立てることによって 、
主体への高い敬意と話し手の卑下を表現す

ることができる 。

⑫
中将↓浮舟
「姫君の 、
立ち出で給へりつる後手を 、
周制ぺ

りけるなめり」と思ひて 、
〈略〉「うち解け給へる御有様を 、い

かで御覧じつらん」と言ふ 。
(源氏
手習
少将尼↓中将詞)

⑫は両例とも 、
動作主体は中将 、
対象は浮舟である 。
少将の尼は 、

心内語では中将に「見給ふ」
を用いるが 、
中将への会話文では「御

覧ず」
を用いている 。
聞き手を「御覧ず」で取り立てることによっ

て 、
より明確に上位者として話者が意識していることを示し 、へり

くだる効果が存在するのである 。

また 、
話し手自身を動作対象に取り立てることで 、
それを卑下す

る機能も存在する 。

⑮
御達↓殿上人・仲頼
「よそにて見たまふよりは 、
ちかくて

やは御覧ぜぬ」といへば 、「それはめなれにたれば」

(字津保
嵯峨院
仲頼↓御逮詞)

⑮の主体は 、
仲頼の話を聞く御達である 。
彼女らは遠くにいる殿上

人達を眺めようとしているところである 。それに対して 、
仲頼は 、

「遠くの殿上人達を見るよりも 、近くに居る自分をどうして見ないの

か」と語りかける 。
殿上人を対象とする場合には「見給ふ」を用い 、

話し手である伸頼自身を対象とする場合には「御覧ず」
を使用して

いる 。
主体・聞き手に対する敬意は両表現とも同じであろうから 、
注
9

対象によって両形式を使い分けた事例と認められる 。
即ち 、
話し手

自身を「御覧ず」の対象にとりたてることによって 、
自己を卑下し

ているわけである 。

これは 、「御覧ず」の上下関係を表示する機能を利用したものであ

り 、
聞き手・動作主体に対する尊敬の表示と 、
話し手・動作対象に
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対
す
る
卑
下
の
表
示
と
を
職
能
と
す
る
待
遇
表
現
で
あ
る 。

六 、
おわ
りに

漢語サ変動詞 「御覧ずJ の 表現価値

以
上
の
分
析
に
よ
り 、
「
御
覧
ず」
の
平
安
中
後
期
に
お
け
る
表
現
価
値
が
明

ら
か
に
な
っ
た
と
思
う 。
「
御
覧
ず」
は 、
「
見
る」
と
異
な
る
動
作
を
意
味
内

容
と
す
る
敬
語
動
詞
で
あ
り 、
支
配・
被
支
配
と
い
う
社
会
的
な
背
景
を
描
き

出
す
表
現
と
し
て、
和
語
に
は
な
い
表
現
価
値
を
有
す
る 。
「
見
る」
が
具
体
的

な
知
覚
動
作
を
意
味
す
る
の
に
対
し 、
「
御
覧
ず」
は
支
配
者
的
な
社
会
的
行
為

を
表
現
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る 。

注
凶

こ
の
和
漢
の
対
立
は 、
こ
の
語
に
と
ど
ま
る
現
象
で
は
な
く 、
平
安
和
文
の

漢
語
サ
変
動
詞
に一
般
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
原
則
で
も
あ
る 。
「
怨
ず」
「
念

ず」
「
興
ず」
「
具
す」
等 、
漢
語
出
自
で
あ
り
な
が
ら 、
和
文
に
お
い
て
高い

頻
度
で
用
い
ら
れ
る
語
集
を 、
和
語
動
詞
と
対
比
す
る
と 、
親・
疎 、
上・
下 、

支
配・
従
属
な
ど
の
社
会
的
な
人
間
関
係
が
漢
語
サ
変
動
詞
の
方
に
投
影
さ
れ

る 。
そ
し
て、
漢
語
サ
変
動
詞
に
は
身
体・
心
理
の
個
々
の
具
体
的
動
作
で
は

な
く 、
よ
り
抽
象
的
な
社
会
的
行
為
の
段
階
を
表
現
す
る
と
い
う
表
現
価
値
が

担
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る 。

校
日

ま
た 、
敬
語
論
に
関
し
て
い
え
ば 、
視
覚
動
作
に
関
わ
る
主
体
尊
敬
の
体
系

は
必
ず
し
も
意
味
的
に
均一
で
は
な
い 。
つ
ま
り 、
語
象
的
に
は
必
ず
し
も
等

価
で
は
な
い
も
の
が 、
待
遇
表
現
の
用
法
と
し
て
体
系
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る 。
語
そ
れ
自
体
の
機
能
と 、
そ
れ
を
用
い
た
表
現
と
で
は 、
価
値
が
異
な
る

も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う 。

注
l

文
献
1

の
平
安
和
文
十
二
作
品
の
集
計
に
よ
る 。

注
2
・
5

文
献
2
1
5
は 、

い
ず
れ
も
こ
の
立
場
を
と
る 。

注
3

複
合
動
詞
の
敬
語
形
「
見
1
さ
せ
給
ふ」

は
頻
繁
に
見
ら
れ
る
が 、

単
独
の

形
式
で
は
見
ら
れ
な
い

。

注
4

「
狭
衣
物
語」
に
一

例
だ
け
あ
る 。

平
安
後
期
以
降 、
「
御
覧
ず」
が
「
見
る」

の
最
高
敬
語
形
に
定
着
し
て
ゆ
き 、
こ
こ
で
論
ず
る
独
自
性
が
薄
れ
て
ゆ
く
が 、

こ
こ
で
は
変
化
の
問
題
は
論
じ
な
い

。

注
6

『
源
氏」

で
は
「
仏」
「
玄
宗
皇
帝」

が
「
見
給
ふ」

で
待
遇
さ
れ
て
い
る 。

文
献
6
「
仏
と
尊
敬
語」
で
は 、
『
今
昔
物
語
集』
に
お
け
る
仏
へ
の
尊
敬
語
と

他
の
場
合
と
は
位
相
的
差
違
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る 。

仏
典
は
訓
読
さ
れ
る

も
の
で
あ
り 、

訓
読
文
で
は
尊
敬
表
現
は
専
ら
「
給
ふ」

で
行
わ
れ
た
の
で 、

社
会
慣
習
と
し
て
仏
へ
の
尊
敬
表
現
は
「
給
ふ」

と
な
っ
て
い
た
と
推
論
し
て

い
る 。

し
か
し 、

何
が
文
体
差
・

位
相
差
を
生
み
出
す
の
か
と
い
う
問
題
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で 、
「
訓
読
文
の
影
響」
と
い
う
発
想
は 、

こ
こ
で
は

採
ら
な
い

。

注
7

例
え
ば 、

女
御
・

皇
子
を
帝
が
見
る
場
合 、

通
常
は
「
見
奉
り
給
ふ
・

見
奉

ら
せ
給
ふ」

と
表
現
さ
れ
る 。

し
か
し 、

入
内
の
場
面
・

初
対
面
の
場
面
で
は

主
従
関
係
に
あ
る
の
で 、
「
御
覧
ず」
が
使
用
さ
れ
る 。

家
族
関
係
が
形
成
さ
れ

る
前
と
後
で
は
端
的
に
表
現
が
変
る 。

注
8

記
録
体
資
料
で
は
「
御
覧」

だ
け
で
な
く 、
「
覧」
(
ラ
ム
ズ)

と
い
う
動
詞

が
見
ら
れ
る
が 、

和
文
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い

。

記
録
で
の
使
い
分
け
に
つ
い

て
は 、

文
献
7
・
8
参
照 。

注
9

こ
れ
は 、

特
に
男
女
関
係
に
お
い
て 、

男
性
が
女
性
を
口
説
く
言
葉
と
し
て 、

非
常
に
よ
く
用
い
ら
れ
る 。

ひ
た
す
ら
女
性
に
追
従
す
る
表
現
と
し
て
適
当
な

も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う 。

注
叩

漢
語
サ
変
動
詞
の
個
々
の
分
析
に
つ
い
て
は 、

文
献
9
1

U
参
照 。

注
日

こ
れ
は 、

発
話
動
作
に
お
け
る
「
仰
す
(
仰
せ
ら
る
こ
と
「
の
た
ま
ふ」
「
い

ひ
給
ふ
」
と
の
差
違
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る 。
「
仰
す」
は
基
本
的
に
支
配

者
(
動
作
主
体)

か
ら
被
支
配
者
(
動
作
対
象)

へ
の
命
令
的
な
発
話
行
為
を

意
味
内
容
と
し
て
い
る 。

語
集
の
中
に 、

社
会
的
な
関
係
性
が
既
に
折
り
込
ま

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る 。
「
御
覧
ず」
も
同
様
の
語
性
を
有
し 、

こ
の
機
能
に
支
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え
ら
れ
て 、

最
高
敬
語
と
し
て
成
り
立
つ 。

や
が
て「
仰
せ
・
ら
る」
「
御
覧
ぜ
・

ら
る」

な
ど
の
形
式
が
公
尊
敬
的
表
現
と
し
て
確
立
し
て
い
く
の
あ
る
が 、

そ

の
源
と
な
る
語
集
の
性
格
は 、

こ
の
よ
う
な
社
会
関
係
を
折
り
込
ん
だ
意
味
内

容
を
も
っ

。

【
文
献】

1

佐
藤
武
義
「
中
古
の
物
語
に
お
け
る
漢
詩
サ
変
動
詞」
(
『
国
語
学
研
究』
3

和
お
年
6
月)

2

鎌
田
広
夫
「「
御
覧
ず」

と
「
見
給
ふ」」
(「
国
学
院
雑
誌』

臼
・
7

昭
和
お

年
7
月)

3

小
久
保
崇
明
『
大
鏡
の
語
法
の
研
究」
(
昭
和
必
年
3
月

さ
る
び
あ
出
版)

4

宮
地
裕
「
源
氏
物
語
・

枕
草
子
の
敬一訪問」
(
「
上
代
・
中
古
の
敬
語

敬
語
講
座

②」

昭
和
総
年
9
月)

5

松
村
博
司
「
栄
華
物
語
・

大
鏡
の
敬一訪問」
(
同
右)

6

桜
井
光
昭
「
今
昔
物
語
集
の
語
法
の
研
究』
(
昭
和
位
年
3
月

明
治
書
院)

7

柏
谷
嘉
弘
「
『
九
暦』

に
お
け
る
「
御
覧」」
(
「
神
女
大
国
文』

3

平
成
4
年

3
月)

8

柏
谷
嘉
弘
「『
貞
信
公
記』

に
お
け
る
「
御
覧」」
(
『
国
語
語
乗
史
の
研
究
十
二
」

平
成
4
年
7
月)

9

藤
原
浩
史
「
漢
語
サ
変
動
詞
「
具
ス
」
の
和
化
過
程」
(
「
国
語
学
研
究』
幻

昭

和
的出
年
3
月)

印

藤
原
浩
史
「
漢
語
サ
変
動
詞
「
怨
ず」

の
意
味
と
表
現
価
値」
(『
国
語
学
研
究」

お

昭
和
田
年
ロ
月)

日

藤
原
浩
史
「
漢
語
サ
変
動
詞
「
念
ず」

の
表
現
機
構」
(
「
国
語
学
研
究」
初

平

成
2
年
ロ
月)

ロ

藤
原
浩
史
「
平
安
和
文
に
お
け
る
漢
語
サ
変
動
詞
に
よ
る
感
情
表
現」
(
『
日
本

語
学』

ロ
|
1

平
成
5
年
1
月)

【
資
料】

本
文
の
調
査
・

引
用
に
は 、
「
竹
取
翁
物
語
語
集
索
引』
『{
予
津
保
物
語
本
文
と
索

引」
『
多
武
峰
少
将
本
文
及
び
総
索
引』
『
改
訂
新
版
か
げ
ろ
ふ
日
記
総
索
引』
『
和

泉
式
部
日
記
総
索
引』

を
利
用
し 、

上
記
以
外
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
を
使
用

し
た 。
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【
付
記】

本
稿
は 、

平
成
元
年
度
国
語
学
会
春
季
大
会
に
お
い
て
発
表
し
た
内
容
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る 。

||
国
立
国
語
研
究
所
員
ll

(
平
成
五
年
六
月
二
十
三
日

受
理)


